
事業計画書・収支計画書 概要版（議会説明用・公表情報）

施設名 新潟市會津八一記念館 

団体名 

１ 基本的な運営方針等 （１）事業理念・運営方針

・名誉市民會津八一の業績を広く普及させるため展覧会から講演会、館長講座、出

前授業など各種イベントを市内及び全国で実施する。 

・展示は親しみやすく工夫し、所蔵作品の不断の整備と充実（購入・寄贈・寄託）

を図る。 

・職員は個人情報保護法など各種の法令を学習・順守する。 

・自主財源の確保に努め、諸先輩が築いた文化的ステータスの向上を図る。 

（２）指定管理者申請の動機、意欲及び抱負等 

財団創設以来、記念館を運営し、奈良県の寺院との交流を深め人脈が拡大して

おり、これらの成果は奈良県との歴史文化交流協定締結、京都市との観光文化交

流宣言へと結実した。学芸員は八一の作品・所蔵者（館）や関連人物を熟知して

おり、文化分野の公益財団の県内第 1 号として、運営団体にふさわしいと自負し

ている。全国の愛好者、作品所蔵者との交流を推進し、新潟市の文化的観光拠点

の役割を果たしていきたい。 

（３）中期計画、長期的展望 

① 奈良県との交流を定期化する。 

② 奈良修学旅行（中学生）の事前学習と奈良寺院への斡旋を拡大する。 

③ 高校生の書道パフォーマンスに参画し、共同事業化を図る。 

④ シンポジウムの開催など「書」をテーマに国際交流を進める。 

２ 事業計画 （１）自主事業 

① 「會津八一の歌を映す」写真コンテストの毎年実施。 

＊応募点数は、毎回１50点を目標にする。 

② 写真コンテスト入賞作品の巡回展を県内外で実施。 

③ 文芸講演会を年間 4回以上実施。 

④ 館長連続講座（４回、各回 100 人以上、有料）を実施。 

⑤ 館長や学芸員の出前講座を学校、公民館などで随時実施。 

（２）付属事業 

① 會津八一の作品の鑑定会を春秋に 2回実施。 

② 所蔵する書簡約 9,000 通のボランティアによる解読と書簡集の刊行 

３ 管理運営に関する事業計画 （１）組織（人員）体制・人材育成計画 

① 学芸員は、會津八一に関する全般的かつ深い知識を身につけ、企画・展示・

解説を展開し、講演力を高めるため積極的に出前講演を実施する。 

② 文化庁などの研修に積極的に参加し、管理技術力の向上に努める。 

③ 学芸員は報道機関や学術研究誌へ積極的に寄稿する。 

（２）適正な事務事業の実施にかかる対策 

① 在庫管理の工夫、入館者や外部からの問合せに即応できるよう、日常的に資

料の準備、役員会議案や議事録、施設管理上の図面等を整備する。 

② 規定集を備え、定款、就業規則、消防規則を順守し、出張管理、防犯など運

営管理を能率的に行える資料整理を進める。 

③ 個人情報保護については、管理規定のとおり保護趣旨を徹底する。 

（３）サービス向上のための具体的な取り組み 

① 年 4回の展覧会ごとにアンケートを実施し、展覧企画に反映する。 

② 回答者には抽選で、展覧会ごとに食品など協力企業の景品を提供。 

③ 八一歌碑の場所、生誕・終焉の家、食堂などは地図を常備して案内。 

④ 展示や八一についての質問には、学芸員が直接応対する。 

（４）施設管理に関する取り組み 

① 展示室・収蔵庫など、環境検査機器により所蔵品の管理を徹底する。 

② 移転後は、ビルの防災ルールを遵守し、観覧者の安全誘導に努める。 

４ 社会・地域貢献 （１）市民の文化活動の振興に関する提案 

① 就職試験に、八一など県輩出の近現代文化人に関する内容を導入。 

② 西海岸文学碑の健康散歩を定期的に開催し、西大畑の活性化に寄与。 

③ 新潟大火に際し八一が贈った詩碑(平家物語の一節)を古町に建立。 

④ 市内高校生・書道パフォーマンスとの合体イベントを実現。 

（２）社会・地域貢献活動の取り組み 

① 新潟大学教育学部書道科と共同で、書道教育の充実を推進。 

② 東アジア(日本・中国・台湾・韓国・モンゴル)規模の書のシンポ開催。   

５ 収支計画 

・単位：千円 

・（ ）内は、指定期間合計額

（１）収入                        （２）支出 

・指定管理料  （219,037 千円）   ・人件費     （140,077 千円） 

・雑収入    （   750 千円）   ・事業費     （ 21,510 千円） 

・自主事業   （ 60,000 千円）   ・施設運営業務  （ 47,450 千円） 

・施設維持管理業務（ 10,750 千円） 

・自主事業     （ 60,000 千円） 


